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研究成果の概要： 
本研究により、箸使用に着目し、子どもの健やかな発育を目指した栄養学の観点に加えて、

日本の食文化を反映した箸を鍵に、幼児期は箸を使い始めの３歳（年小）、練習期５歳（年長）、

熟達期８歳（小学２年）の発達変化を、保育所と、学童保育所での食事場面を VTR により観察

し、解明することができた。さらに、家庭用・教育者用のパンフレット教材を核とした食育プ

ログラムとその評価システムを提案することができた。 

 

 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005 年度 1,500,000 0 1,500,000 

2006 年度 600,000 0 600,000 

2007 年度 600,000 180,000 780,000 

2008 年度 700,000 210,000 910,000 

総 計 3,400,000 390,000 3,790,000 
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１．研究開始当初の背景 

近年、子育て支援、生活習慣病予防、食文

化の伝承等の観点から、乳幼児期から学童期

を通した『食育（子ども食べる力を育む取り

組み）』が重視されてきている。しかし、実

際には乳幼児期と学童期とは連続した食育

のプログラムとしては実践されているわけ

ではない。幼児期での幼稚園と保育所、学童

(1)食行動 (2)幼児 (3)食育 

(4)箸 (5)評価 (6)発達 



期の学校が連携して、子どもの発達の連続性

に配慮したプログラムが求められている。 

子どもの食をめぐっては、栄養素等摂取の

偏りと共に、「箸を正しく持てない」「上手に

使えない」等の食具使用の乱れが警告されて

いる。従来、食具使用に関する研究は、幼児

では認知発達、高齢者ではリバビリテーショ

ン等の分野で進められてきたが、行動分析に

留まっており、食行動の発達過程を解明し、

その応用である食教育（食育）に着手した研

究は国内外ともに殆どみられない。著者はこ

れまでＶＴＲ観察法を構築し、幼児期の箸使

用行動の発達過程の解明を手掛けてきたが、

それを発展させ、幼児期から学童期にかけて

の箸の使用行動の発達プロセスの解明して

いくことが必要であった。 

こうした背景を踏まえて、本研究では箸使

用に着目し、子どもの健やかな発育を目指し

た栄養学の観点に加えて、日本の食文化を反

映した箸を鍵に、子どもと家庭の多様なライ

フスタイルに対応した子育て支援の観点か

ら、食育プログラムとその評価システムを提

案しようとするものである。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、申請者は幼児期後半から

学童期にかけての箸使用行動の発達過程を

明らかにし、それに対応した食育プログラム

と評価方法を提案するものである。 

第１に、平成 16 年度の質的な観察データ

を基に、質問紙調査で量的な把握をし、箸使

用行動の発達の評価方法を提案する。同時に、

保育士・保護者などによる支援方法の実態も

把握する。 

第２に、幼児期は箸を使い始めの３歳（年

小）、練習期５歳（年長）、熟達期８歳（小学

２年）の縦断的・横断的な発達変化を VTR に

よる観察法により解明する。 

第３に、使用に着目した教材パンフレット

の試案作成とその妥当性を検討する。 

第４に、以上を基に、家庭用・教育者用の

パンフレット教材を核としたプログラムを

開発し、その評価方法について検討を行い、

幼児期後半から学童期にかけて箸使用に着

目した食育プログラムを開発していくこと

とする。 

 
３．研究の方法 

1) 家庭での箸に関する食育に実践状況と、保

育所での食育に関するニーズに関する質

問紙調査（平成 17 年度） 

家庭での箸使用状況と、保護者の箸使用

に関する家庭での支援方法を探ることを

目的とした。そのために、2005 年 11 月 S

市の保育所に在園する０～６歳児 1429 名

の保護者を対象に、箸の使用状況、及び家

庭での箸に関する食育に実践状況、さらに

保育所での食育に関するニーズについて

質問紙を設計し、データの解析を行った。

1003 名の回収が得られたが、有効回答は

年齢未記入を除いた 976 名であった。 

2) VTR観察法を用いた幼児期は箸を使い始め

の３歳児、練習期５歳児、熟達期にある８

歳児の横断的な発達過程の解明（平成 18

年度） 

箸を使い始める幼児の家庭での食事場

面の事例研究を踏まえ、幼児期は箸を使い

始めの３歳（年小）、練習期５歳（年長）

各６名ずつは保育室にて、熟達期にある８

歳（小学２年）６名は学童保育所にて計 18

名の横断的な発達変化を観察法により明

らかにした。観察方法は、平成 17 年 9 月

の２週目（３日間）、年小・年長の保育室、

学童保育所にて、各クラス２台のＶＴＲ計

４台で観察を実施した。観察者が子どもの

行動パタンを観察するためのチェックリ

ストを用いて観察する方法を用いた。分析

は、行動分析用デジタルビデオソフト「食



物に触れてから、口に入れた後の操作まで

のプロセス」のどの段階で、どのような操

作をしているか、対象者毎に、申請者が構

築してきた観察行動と分類カテゴリーに

よる観察項目と対象とした料理を記録し

た。さらに、「１口で口に入れる行動」を

１行動と捉え、総行動数に対する各行動の

出現率を比較した。 

3) 教材パンフレットの試案作成とその妥当

性の検討（平成 19 年度） 

1)2)の結果を基に、「幼児期後半から学童

期の箸への使用行動の発達を把握できる

10 項目のチェックリスト」を作成し、東京

都多摩地区の小学１校（２年生 90 名）と、

保育園３園（３・５歳 45 名）計 90 名、３

学童保育所の在所する２年生各 30 名計 90

名を対象に、パンフレットを用いて子ども

の箸の使用行動の評価ができるか否か、保

護者と教育者の双方から食育内容へのニ

ーズを量的に明らかにした。同一児の箸の

使用行動を教育者と保護者で比較し、その

共通点と相違点を明らかにし、チェックリ

ストの有効性を検討した。 

4)家庭用・教育者用のパンフレット教材を核

としたプログラムの開発と、その評価方法

の検討（平成 20 年度） 

平成 20 年４月に、9 年度の対象園・校

とは別の多摩地区の４保育所（３～５歳）、

２学童保育所（７・８歳）を対象に、保護

者会にパンフレット教材を配布するとと

もに、べースライン調査を実施した。実際

の給食場面では、教育者が直接、子どもの

箸の使用行動の発達を促す環境作りを試

み、平成 20 年 12 月に、養育者と保育士・

学童指導員による食育のプロセス評価（保

護者や教育者の知識・態度の変化や環境づ

くりなど）、影響評価（子どもの箸の使用

行動の発達的変化、食への関心・興味など

の態度）を実施した。 

 
４．研究成果 

(1) 家庭での箸に関する食育に実践状況と、

保育所での食育に関するニーズに関する

質問紙調査（平成 17 年度） 

①箸の使用開始は２～３歳５か月にま

たがり、個人差が大きかった。また、箸の

使用は１歳で 13.7％、２歳で約 50％、３

歳で 80％に達していた。②箸使用に関する

保護者の悩みは「教え方がわからない」が

31.5％で最も多かった。③箸の使用に関す

る会話は２歳頃の箸の持ち始めの時期、５

～６歳ぐらいの箸の習熟期の２時期に多

く見られた。④箸選びや教え方に関する情

報源がないと考えている保護者が 41.2％

みられた。⑤箸使用に関する食育は、家庭

で担うべきであるという認識が強い一方

で、保育園から箸の選び方教え方について

情報が欲しい、また、保育園での指導状況

についてもっと知りたいというニーズが

多くみられた。以上の結果から、保護者は

箸の使用について家庭で指導することと

いう認識を持っているものの、その情報源

が少ないと認識しており、保育所を拠点と

し、メディアや保健所・保健センターなど、

地域全体での取り組みも期待されている

ことが明らかになった。 

2) VTR観察法を用いた幼児期は箸を使い始め

の３歳児、練習期５歳児、熟達期にある８

歳児の横断的な発達過程の解明（平成 18

年度） 

①個人差はあるものの、３歳から５歳に

かけては著しく箸の使用行動は発達する

が、学童期の８歳では５歳児との箸の持ち

方や使い方などにおいて著しく発達して

いるとはいえない実態が明らかになった。

②３～５歳児にかけての箸の持ち方の発

達の程度に比べて、５～８歳にかけては箸

の持ち方の変化は少なかった。また、箸を



もたない手での補助については、箸で食物

をはさむ段階での補助は少なくなってい

くものの、器をもつ操作は多くなっていな

かった。８歳になっても正しい持ち方をし

ていない児が６名中３名みられた。 

3) 教材パンフレットの試案作成とその妥当

性の検討（平成 19 年度） 

①今年度は、昨年度までの VTR による、

箸を使い始めの３歳（年小）、練習期５歳（年

長）、熟達期８歳（小学２年）の横断的な発

達変化の観察を踏まえて、幼児期後半から

学童期までの箸の使用行動の観察項目を、

親や子ども自身が確認できる行動発達項目

として抽出することができた。②親の情報

入手状況や保育所や学校などの地域での社

会資源の活用度を含めたチェックリストを

含んだパンフレット教材を試作することが

できた。 

4)家庭用・教育者用のパンフレット教材を核

としたプログラムの開発と、その評価方法

の検討（平成 20 年度） 

①パンフレット教材を、４保育所（３～

５歳）、２学童保育所（６・７歳）に配布

し、べースライン調査とともに、情報の提

供を行うことができた。②15 分程度の箸使

いに関する指導の時間を設けると共に、日

頃からの指導について統一的な内容を実

施することができた。③その６か月後に再

配布し、教材の有効性について、保護者と

指導員の両方に質問紙調査にて、プロセス

評価を行った結果、幼児・児童の食行動の

発達をとらえるための知識・態度・スキル

の習得、また、地域資源の積極的活用につ

いての効果を検証することができた。しか

しながら、結果評価として、子どもが器を

もつようになっていたが、箸の持ち方の変

化には至らなかったケースが多かった。８

歳児では自分で箸を持ち直す行動がみら

れるようになっていると回答した保護

者・指導員がみられた。パンフレット教材

自体の評価として、子どもの箸使用の発達

過程を把握する上でとても有効だったと

評価する保護者が 73％みられた。 

これらの結果から、乳幼児から学童期にか

けた発達の連続性を考慮し、箸使いに関する

食育プログラムを開発し、その有効性に関し

て検証することができた。今後、特に学童期

については事例を増やし、検証を重ねるとと

もに、学童期の後半での発達的変化について

も解明していきたい。 
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